
国際インターンシップ
インターンシップ推進室 特任准教授 古川浩規

（キャリア支援センター キャリア教育部門 所属）
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諸外国の企業や政府機関等のグローバル環境下で

現地職員と行動を共にし、

英語等外国語による実務研修を通し、

● 課題設定

● チームワークによる業務展開

● 目標達成の手順

● PDCA、OODA

等の体得することで

将来社会でのグローバルリーダーを目指す。

【キャリア支援センター】

入学年次から学びに対する目的意識を育むキャリア教育を行い、

● 社会や職業への関心を高める

● 修学と社会とのつながりを理解させる

● 就職年次には学生にとって有益な就職の実現に向けた就職支援

を実施

【倫理・キャリア教育科目】
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目 的



単 位

● 履修の際は学習要覧を参照。

科目名： 学 域「インターンシップ（海外）（Ⅰ類・Ⅱ類・Ⅲ類）」

大学院「大学院インターンシップ（海外）/（海外・長期）」
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課程・年次 実習期間 単位数

学域生（主に３年次）
90時間以上

（３～４週間がベター）
２

大学院前期（主に１年次）
大学院後期（主に１～２年次）

90時間以上 ２

180時間以上
（５週間強以上）

４



流 れ

学域２年後期（特に年明け頃から）

● インターンシップ推進室来訪

（行先の相談開始）

学域３年前期

● インターンシップガイダンス

● （５月頃）派遣先選定本格化

● （６月頃）派遣先内定

● （７月頃）派遣準備

● （８月～９月頃）現地へ派遣

実施する事項（派遣前）

● テーマ設定、英文での応募資料作成

● 指導者との受入れ面談

● 宿泊先、航空券、ビザ等の準備

実施する事項（派遣中）

● 週報作成

実施する事項（派遣後）

● 報告書作成・成果報告会（英語）
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主な派遣国と派遣先
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中国：中国科学院微電子研究所

台湾：工業技術院

タイ：国立電子・コンピュータ技術研究所

 国立ナノ技術センター

       国立遺伝子生命工学研究センター

       国立天文学研究所

マレーシア：マルチメディア大学

米国：Avanti R&Dほか在西海岸民間企業
ベルギー：大学際微細電子工学中央研究団

イタリア：ミラノビコッカ大学 米国：ニューヨーク州立大学ビンガムトン校

米国：NEC（プリンストン、サンノゼ）



ニューヨーク州立大学ビンガムトン校

（アメリカ ニューヨーク州ヴェスタル）

国際インターンシップ説明資料 6

● 研究所の仲間とは帰国後もメールでやり取りを

行い，論文投稿に向けたデータ解析を含めた準備

を進めていくことになった。受け入れ先との強い

友好関係を築くことができた（2016Ｓ専）

● 留学生向けの英会話クラブなど課外活動が活発。

世界中の人と知り合える。（2018Ｍ専）

● 授業で知り合った友達にNYやナイアガラへ車で

連れて行ってもらった（2018Ｍ専）

● 指導教員や多くの場面で「自分から動く」重要

性を知り，私もどんどん自分から行動していった。

最終的にインターン前とは別人な位に積極的に行

動できるようになったと思う。（2018M専） 

北米を代表する難関州立大学

本拠地：ニューヨーク州ヴェスタル

専門：電子・情報・通信の先端技術の研究開発

特徴：ニューヨーク州立大学は，全米の州立大学の

うちアイビーリーグと同等の名門大学群を指

すパブリックアイビーリーグの一つ。全米有

数の研究機関でもあり「ニューヨーク州の卓

越した研究機関」を宣言している。

ビンガムトンってどんなところ？



ミラノビコッカ大学（イタリア ミラノ）
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1998年にミラノ大学（欧州有数のマンモス大学 & イタリア・トップクラスの総合

大学）から独立する形で設立された公立大学。

COVID-19パンデミック中に関係が始まり、当時はオンラインインターンシップ。

本年度は、待ちに待った現地への派遣が実現。



渡航費助成
JASSO奨学金

奨学金額：外務省指定の派遣地域ランキング、派遣期間で決まる

指定：10万円/月、甲：8万円/月、乙：7万円/月、丙：6万円/月

支給資格：① 日本国籍又は日本永住権が必要

② TOEIC：400点以上、本学は500点以上を目安、派遣先により730以上

③ 前年度GPA≧2.30、又は同等と教員の認可があった場合

算定基準は秀・優＝3、良＝2、可＝1、不可＝0で１年間の加重平均

UEC基金による渡航助成（国籍問わず。JASSO奨学金の半額）
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連絡先

インターンシップ推進室

E-mail: intern@uec.ac.jp

各教職員連絡先

特任准教授 古川 E-mail: furukawa@uec.ac.jp

事務 風間 E-mail: yokokazama@uec.ac.jp
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皆さんの参加をお待ちしています！
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